
e

巻
上
機

減
速
歯

車

音
の
状
況

聴
診
に
よ
り
確
認
す
る
。

異
常
音
が
あ
る
こ
と
。

振
動
の
状
況

聴
診
及
び
触
診
に
よ
り
確

認
す
る
。

異
常
な
振
動
が
あ
る
こ

と
。

潤
滑
油
の
油
量

の
状
況

オ
イ
ル
ゲ
ー
ジ
等
を
目
視

に
よ
り
確
認
す
る
。

油
量
が
適
量
で
な
い
こ

と
。

潤
滑
油
の
劣
化

の
状
況

色
及
び
不
純
物
を
目
視
に

よ
り
確
認
す
る
。

著
し
い
変
色
又
は
摩
耗
粉

が
あ
る
こ
と
。

油
漏
れ
の
状
況

目
視
に
よ
り
確
認
す
る
。

オ
イ
ル
シ
ー
ル
か
ら
著
し

い
油
漏
れ
が
あ
る
こ
と
。

発
熱
の
状
況

触
診
に
よ
り
確
認
す
る
。

異
常
な
発
熱
が
あ
る
こ

と
。

油
の
付
着
の
状

況

目
視
に
よ
り
確
認
す
る
。

ド
ラ
ム
又
は
デ
ィ
ス
ク
の

パ
ッ
ド
の
し
ゅ
う
動
面
に

制
動
力
又
は
保
持
力
に
影

響
を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ

る
油
の
付
着
が
あ
る
こ

と
。

別
表
第
十
一
i

の
項
パ
ッ
ド
の
残
存
厚
み
の
状
況
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

パ
ッ
ド
の
厚
さ

の
状
況

パ
ッ
ド
の
厚
さ
を
測
定

し
、
前
回
の
定
期
検
査
時

又
は
定
期
点
検
時
か
ら
の

パ
ッ
ド
の
摩
耗
量
を
確
認

す
る
。

イ

次
回
の
定
期
検
査
時

又
は
定
期
点
検
時
ま
で

に
パ
ッ
ド
が
運
行
に
支

障
が
生
ず
る
厚
さ
と
な

る
お
そ
れ
が
あ
る
た

め
、
是
正
が
必
要
な
状

態
に
あ
る
こ
と
。

`

主
索
の
取
付
部

昇
降
路
の
横
架

材
並
び
に
か
ご

及
び
釣
合
お
も

り
に
お
け
る
止

め
金
具
の
取
付

け
の
状
況

目
視
及
び
触
診
に
よ
り
確

認
す
る
。

ダ
ブ
ル
ナ
ッ
ト
に
あ
っ
て

は
ナ
ッ
ト
間
に
緩
み
が
あ

り
、
割
ピ
ン
に
あ
っ
て
は

ピ
ン
に
欠
損
、
曲
げ
不
足

等
が
あ
り
、
そ
の
他
の
方

法
に
あ
っ
て
は
取
付
け
が

確
実
で
な
い
こ
と
。

ロ

パ
ッ
ド
の
厚
さ
が
運

行
に
支
障
が
生
ず
る
お

そ
れ
が
な
い
最
小
の
厚

さ
の
一
・
二
倍
（
電
気

制
動
式
の
も
の
に
あ
っ

て
は
、
一
・
一
倍
）
以

下
で
あ
っ
て
、
重
点
的

な
点
検
が
必
要
な
状
態

に
あ
る
こ
と
。
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別
表
第
十
一
^

の
項
–
欄
中
「
点
検
口
」
を
「
点
検
口
の
戸
」
に
改
め
、
同
項
¿
欄
中
「
点
検
口
の
施
錠
」
を
「
点

検
口
の
戸
の
設
置
及
び
施
錠
」
に
改
め
、
同
項
®
欄
中
「
扉
」
を
「
設
置
の
状
況
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
、
施
錠
の
状

況
を
戸
」
に
改
め
、
同
項
ª
欄
中
「
解
錠
又
は
」
を
「
戸
が
な
い
こ
と
、
戸
が
破
損
し
て
い
る
こ
と
又
は
解
錠
若
し
く

は
」
に
改
め
、
同
_

の
項
¿
欄
中
「
作
動
」
を
「
通
電
」
に
改
め
、
同
項
®
欄
中
「
通
電
状
態
」
を
「
通
電
の
状
況
」

に
改
め
、
同
項
ª
欄
中
「
お
り
、
使
用
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
の
あ
る
」
を
「
い
る
」
に
改
め
、
同
`

の
項
¿
欄
中

「
開
閉
器
及
び
遮
断
器
の
」
を
削
り
、
同
項
®
欄
中
「
た
だ
し
、
テ
ス
ト
ボ
タ
ン
付
き
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
テ
ス
ト

ボ
タ
ン
を
押
し
て
作
動
の
状
況
も
確
認
す
る
。」を
削
り
、
同
項
ª
欄
中「
又
は
テ
ス
ト
ボ
タ
ン
付
き
の
も
の
に
お
い
て
、

電
気
的
に
開
放
し
な
い
こ
と
」
を
削
り
、
同
a

の
項
–
欄
中
「
プ
リ
ン
ト
」
を
削
り
、
同
項
¿
欄
中「（
密
閉
型
の
も
の

を
除
く
。）」
を
削
り
、
同
項
ª
欄
中
「
異
常
な
」
を
「
著
し
い
」
に
改
め
、同
b

の
項
ª
欄
中「
溶
断
電
流
」を「
ヒ
ュ
ー

ズ
の
溶
断
電
流
」
に
、「
制
御
盤
」
を
「
制
御
器
」
に
、「
指
定
す
る
」
を
「
指
定
さ
れ
た
」
に
改
め
、
同
c

の
項
¿
欄
中

「
制
御
回
路
等
」
を
「
制
御
等
の
回
路
」
に
、「
二
次
側
が
接
地
さ
れ
て
お
り
、
非
接
地
側
に
ヒ
ュ
ー
ズ
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
電
圧
が
直
流
の
場
合
に
あ
っ
て
は
六
十
ボ
ル
ト
、
交
流
の
場
合
に
あ
っ
て
は
二
十
五
ボ
ル
ト
以
下
の
回
路
」
を

「
二
次
側
の
一
方
が
接
地
さ
れ
、
他
方
に
ヒ
ュ
ー
ズ
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
電
圧
が
直
流
六
十
ボ
ル
ト
又
は
交
流
二
十

五
ボ
ル
ト
以
下
で
あ
る
回
路
」
に
改
め
、
同
項
ª
欄
中
「
電
路
」
を
「
回
路
」
に
改
め
、
同
e

の
項
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

別
表
第
十
一
f

の
項
–
欄
中
「
及
び
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
項
¿
欄
中
「
溝
の
摩
耗
又
は
」
を
削
り
、「
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
」
を
「
か
か
り
」
に
改
め
、
同
項
®
欄
中
「
摩
耗
状
態
を
製
造
者
が
指
定
す
る
方
法
に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ

し
、
製
造
者
が
検
査
方
法
を
指
定
し
て
い
な
い
と
き
は
」
を
「
摩
耗
の
状
況
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
又
は
溝
と
主
索
の

す
き
間
を
測
定
し
」
に
改
め
、「
巻
上
機
の
」
を
削
り
、
同
項
ª
欄
中
「
溝
の
摩
耗
が
製
造
者
設
計
基
準
を
超
え
て
い
る

こ
と
。
た
だ
し
、
製
造
者
が
検
査
方
法
を
指
定
し
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
」
を
「
溝
と
主
索
の
す
き
間
が
十
分
で

な
く
運
行
に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
」
に
改
め
、同
i

の
項
油
の
付
着
状
況
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
十
一
i

の
項
パ
ッ
ド
と
ド
ラ
ム
及
び
デ
ィ
ス
ク
と
の
接
触
の
状
況
（
同
心
軸
上
に
て
回
転
す
る
パ
ッ
ド
に
よ

り
制
動
す
る
も
の
を
除
く
。）の
項
®
欄
中
「
聴
診
」
を
「
目
視
及
び
聴
診
」
に
改
め
、
同
項
ª
欄
中
「
及
び
」
を
「
又

は
」
に
改
め
、
同
i

の
項
ブ
レ
ー
キ
コ
イ
ル
の
発
熱
の
状
況
の
項
ª
欄
中
「
ブ
レ
ー
キ
コ
イ
ル
の
異
常
発
熱
」
を
「
ブ

レ
ー
キ
コ
イ
ル
に
異
常
な
発
熱
」
に
改
め
、
同
i

の
項
構
成
機
器
の
作
動
の
状
況
の
項
®
欄
中
「
目
視
、
聴
診
及
び
触

診
に
よ
り
」
を
「
作
動
の
状
況
を
」
に
改
め
、
同
i

の
項
作
動
時
の
状
況
（
電
気
制
動
タ
イ
プ
の
も
の
に
限
る
。）の
項

¿
欄
中
「
タ
イ
プ
」
を
「
式
」
に
改
め
、
同
i

の
項
制
動
力
の
状
況
の
項
®
欄
中
「
ブ
レ
ー
キ
制
動
を
行
い
、
作
動
の

状
況
」
を
「
ブ
レ
ー
キ
の
制
動
」
に
改
め
、
同
j

の
項
®
欄
中
「
打
検
又
は
目
視
に
よ
る
緩
み
確
認
マ
ー
ク
の
位
置
の

確
認
そ
の
他
ナ
ッ
ト
の
緩
み
が
確
認
で
き
る
方
法
」
を
「
打
検
等
」
に
改
め
、
同
項
ª
欄
中
「
軸
又
は
軸
受
け
か
ら
」

を
削
り
、
同
l

の
項
®
欄
及
び
同
m

の
項
®
欄
中
「
触
診
」
を
「
目
視
及
び
触
診
」
に
改
め
、
同
n

の
項
®
欄
中
「
積

載
」
を
「
負
荷
運
転
時
」
に
、「
速
度
に
つ
い
て
、」を
「
速
度
を
」
に
改
め
、「
又
は
電
子
式
速
度
表
示
装
置
」
を
削
り
、

同
表
二
^

の
項
–
欄
中
「
か
ご
室
の
周
壁
」
を
「
か
ご
の
壁
又
は
囲
い
」
に
改
め
、
同
項
¿
欄
中
「
か
ご
室
」
を
「
か

ご
の
構
造
及
び
設
置
」
に
、「
使
用
材
料
」
を
「
可
燃
物
」
に
改
め
、
同
項
ª
欄
中
「
錆
、」を
削
り
、「
使
用
に
支
障
を
き

た
し
て
」
を
「
運
行
に
支
障
が
生
じ
て
」
に
、「
難
燃
材
以
上
の
も
の
」
を
「
難
燃
材
料
」
に
改
め
、
同
_

の
項
®
欄
中

「
目
視
に
よ
り
」
を
「
設
置
及
び
表
示
の
状
況
を
」
に
改
め
、
同
`

の
項
¿
欄
中
「
設
置
状
況
」
を
「
設
置
の
状
況
」

に
改
め
、
同
a

の
項
¿
欄
中
「
開
閉
状
況
」
を
「
開
閉
の
状
況
」
に
改
め
、
同
項
®
欄
中
「
戸
を
開
閉
し
て
」
を
「
目

視
及
び
触
診
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
項
ª
欄
中
「
動
作
」
を
削
り
、
同
表
三
^

の
項
径
の
状
況
の
項
®
欄
中
「
基
準
階

（
出
し
入
れ
最
頻
階
）」を
「
出
し
入
れ
す
る
頻
度
の
最
も
高
い
階
」
に
、「
か
ら
基
準
階
」
を
「
か
ら
当
該
階
」
に
、「
主

索
」
を
「
、
主
索
」
に
、「
お
い
て
、
最
も
摩
損
」
を
「
お
け
る
最
も
摩
耗
」
に
、「
を
ノ
ギ
ス
で
測
定
し
、」を
「
及
び
」

に
、「
部
分
を
ノ
ギ
ス
で
測
定
し
た
結
果
と
比
較
し
た
摩
耗
率
を
確
認
」
を
「
部
分
の
直
径
を
測
定
」
に
改
め
、
同
項
ª

欄
中
「
摩
耗
し
た
部
分
の
直
径
が
摩
耗
し
て
い
な
い
部
分
」
を
「
最
も
摩
耗
の
進
ん
だ
部
分
の
直
径
が
綱
車
に
か
か
ら

な
い
部
分
の
直
径
」
に
改
め
、
同
^

の
項
素
線
切
れ
の
状
況
の
項
®
欄
中
「
基
準
階
（
出
し
入
れ
最
頻
階
）」を
「
出
し

入
れ
す
る
頻
度
の
最
も
高
い
階
」
に
、「
か
ら
基
準
階
」
を
「
か
ら
当
該
階
」
に
、「
主
索
」
を
「
、
主
索
」
に
、「
箇
所
等

に
お
い
て
」
を
「
箇
所
等
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
」
に
、「
あ
っ
て
は
凝
視
確
認
を
し
、
そ
の
他
の
部
分
に
あ
っ
て
は
、」

を
「
つ
い
て
は
重
点
的
に
」
に
改
め
、
同
項
ª
欄
イ
中
「
次
に
掲
げ
る
各
号
」
を
「
素
線
切
れ
要
是
正
判
定
基
準
の
」

に
改
め
、
\
か
ら
^
ま
で
を
削
り
、
同
欄
ロ
中
「
次
に
掲
げ
る
各
号
」
を
「
素
線
切
れ
要
重
点
点
検
判
定
基
準
の
」
に

改
め
、
\
か
ら
^
ま
で
を
削
り
、
同
^

の
項
摩
耗
粉
の
状
況
の
項
ª
欄
中
「
付
着
し
て
お
り
」
を
「
付
着
し
」に
改
め
、

同
_

の
項
®
欄
中
「
主
索
を
手
で
引
き
、
張
り
が
同
等
で
あ
る
か
」
を
「
触
診
に
よ
り
主
索
の
張
り
が
均
等
で
あ
る
こ

と
を
」
に
改
め
、
同
`

の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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